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■自己紹介
1974年 徳島県生まれ
1998年 大阪大学大学院修了 修士（工学）

環境政策・都市計画領域 コンサルタント
行政計画づくりの支援
サステナビリティ系コンセプトメイキング など

2016年 高知大学 地域協働学部

専門：
環境システム、サステナビリティ系政策等

領域間の橋渡し

2
例：環境と経済

まちづくり・地域づくり

廃棄物
ごみ問題

再生可能
エネ

地球
温暖化

地域経済

持続
可能性



所属
高知大学
地域協働学部

3



研究テーマ等①
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地域経済と自然資本をつなげる

地域自然資源
（自然資本）

自然資本

が生み出す
経済価値

太陽光・風力・木質バイオマス etc...
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持続可能な地域づくりに
おける人材育成・創出
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研究テーマ等②

※目次（抜粋）

第６章
SDGs未来都市におけるコーディネイター

はじめに

１ SDGs未来都市の概要・選定事例
２ SDGｓ未来都市における

 コーディネイター
３ SDGｓ未来都市における

 コーディネイター体験記

おわりに

さらに調べよう・考えよう✐
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